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近藤　失敗…あるねぇ。でも、それでも敢えて

チャレンジし続けてる訳だけど。

藤田　大体、僕らはカッコいいものをやろうと

している訳じゃないしさ。

石 渕　 そうそう

（笑）。大体、どうし

たってこのメンバー

で、カッコよさだ

けで押し切るの

は難しいで

しょ。

近 藤 　

と い う

か、そう

いうもの

に興 味は

ないんじゃな

いかな。敢えて

“ハズシ”のおもしろさは、意識している部分も

あるかもしれないけど。

石渕　個々の表現活動の場というより、“集団

のバカ表現”だから（笑）。

小林　結局、もとからそういう素質を持ってい

る人が集まっているってことだよね。

近藤　ただ、知り合いに見せる公演じゃないか

ら、それなりに“見せる”ということも意識して

いかなきゃいけないとは思っている。

石渕　公演回数が増えたことで、ファーストイ

ンパクトだけじゃない、僕らにも見せる余裕も

出てきたし。

近藤　それは、海外公演が増えたこともあるん

じゃないかな。コンドルズを知らない、しかも言葉

が通じない人たちを楽しませなきゃならない訳だ

し。最近は、藤田くんも見せ方がうまくなって…。

石渕　そうそう（笑）。最近、眼鏡がどんどん

変わるんだよ。以前は曜日によって変えてい

たのが、最近は１か月毎日違う（笑）。

藤田　いやいや（笑）。

近藤　でもさ、メンバーで海外に行くと、自由

時間には、みんなバラバラになってそれぞれ勝

手に好きな所に行っ

ちゃうんだけど、皆

怖がりだからちゃ

んと元 の 場 所

に 戻 って 来

るんだよね

（笑）。そう

いうとこ

ろって、昔

からずっ

と変わらな

いし。そうい

う、なんやかんや

で仲悪いというこ

とも含めて仲がい

いのがコンドルズな

のかな、と。

勝山　みんな確かにバ

ラバラではあるけれど、こ

こまでに、たくさんの作品を

作ってきたことで、その中でお互

いにコンセンサスが自然にとれるよう

になってきているんじゃないかな。逆に、メン

バー全員が同じ方向を向いていることの方が

気持ち悪いしね。

石渕　こうやって10 年も活動が続いているの

も、やる理由よりも、やらない理由が見つから

ないからっていう気がする。

小林　結局、みんなおいしいビールが飲めれ

ばいいってことなんじゃない？

劇場とカンパニーがチームに
なって思い切った新しい作品を

小 林　僕の中で、前回

の埼玉公演は、すご

くダイナミックな

作品に仕上がっ

たと思ってい

るんだよね。

京都に並

んで、思い

切ったこ

とができる

のがこの場

所なの。

　 　藤田　ああ、あ

の公演はおもしろかったね。

石渕　埼玉って、いつも東京の春公演の後に

やるじゃない。なんかね、ここでやるといろんな

発見が多かったりする。それがすごく楽しい。

近藤　この彩の国さいたま芸術劇場は、僕た

ちのことを信じてくれている。劇場側がそう

思って動いてくれていること自体、本当に貴重

なだけに、ありがたいよね。

藤田　彩の国って、本来なら僕らにとってはま

だまだハードルの高い劇場のはずなのだけれ

ど、コンドルズにとっては敷居が低い場所って

いう感じがする。

勝山　さいたま芸術劇場のプロデューサーさ

んっていったら、ダンスカンパニーにしてみたら

怖れ多い存在なんですよ。それが、コンドルズ

メンバーと、結構フランクな関係になってきて

る訳。劇場と出演者というだけじゃない、人と

人との繋がりが出来てきていることが、案外重

要なことだと思っているんだよね。

近藤　これだけ大きい劇場で、しかも東京と

距離が近いこ

の場所で、何ができる

のかを考える余裕が、僕らにようやく出てき

た気がする。これまで埼玉では東京の春公演

を再編集した作品をやっていたけれど、今回

は、与野本町でやるってことを、思い切って考

えてみようかと。

藤田　今回初めて、劇場の練習場で作らせて

もらうのだけど、自然とこの劇場に合わせた

作品になっていくんじゃないかな。

勝山　さいたま芸術劇場という場所とコンド

ルズが、ひとつのチームになって作り上げる、

新しい作品になるのは間違いない。

藤田　いまはとにかく埼玉で楽しみたい、って

いう気持ちが大きいね。

男性のみ、舞台衣裳は学ランのダンスカンパニー。NHK 教育『サラ
リーマンNEO』の「サラリーマン体操」や『からだであそぼ』の「こん
どうさんちのたいそう」でお茶の間にも大人気の近藤良平が主宰。
メンバーの個性的なキャラクターと、ダンス、映像、アニメ、生演奏、
人形劇、演劇を横断する変幻自在な舞台で、多くのコアなファンを獲
得。海外でも絶賛。ロックバンド『THE CONDORS』としてメジャー
デビューも果たし、日産自動車「NOTE」、カルピス「健茶王」TVCM
タイアップも。ロック魂に貫かれたスリリングなダンスが圧巻。

コンドルズ

勝山康晴
Yasuharu Katsuyama

コンドルズプロデューサー兼ROCKSTAR（有）社長。1996
年の立ち上げから参戦。『週刊SPA』などで連載を持ち、
『コンドルズ血風録』で作家デビュー。近々、扶桑社から

新作出版予定。作詞家としてNHK 教育「こんどうさ
んちのたいそう」なども作詞。コンドルズバン

ドプロジェクト『THE CONDORS』
のボーカル。

藤田善宏
Yoshihiro Fujita

中性的なダンスで圧倒的人気を独占。1996 年の立ち
上げからコンドルズ参戦。大好評のコンドルズT シャ
ツのデザイナーとしても活躍。ゴミを漁って生計を

立てていたのは、もはや過去。最近では振付家
として06 年のフジTV「かくし芸大会」や、

矢井田瞳のPV などの振付サポート
もしている。

石渕 聡
Satoshi Ishibuchi

大東文化大学専任講師。文学博士。早稲田大学などでも教
壇に立つ。1996 年の立ち上げからコンドルズ参戦。尋常
ならぬ湿度の高い濃厚なダンスで魅了する。また、作

曲家として読売新聞社「愛・地球博キャンペーン
ソング」なども作曲。コンドルズバンドプロ

ジェクト『THE CONDORS』のギ
タリスト兼バンマス。

● ● ● ● ●  DANCE ● ● ● ● ●

コンドルズ 埼玉スペシャル公演2008

『大いなる幻影』
【日時】 5 月17日（土）　 開演 14:00 ／19:00

18 日（日）　 開演 16:00
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 大ホール
【構成・映像・振付】 近藤良平

【出演】 青田潤一　石渕 聡　オクダサトシ　勝山康晴
鎌倉道彦　古賀 剛　小林顕作（映像出演）　田中たつろう
橋爪利博　藤田善宏　山本光二郎　近藤良平

【チケット（税込）】　好評発売中　
一般：前売4,000 円／当日4,500 円
メンバーズ：前売3,600 円／当日4,050 円
学生席：2,000 円

©HARU

photo：大原狩行




